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【めざす児童像】 【よしコッピ】 今月のいきいき中島っ子 学びの

○あかるく たくましい子ども （体) 吉子川小学校 十か条（5月）

○やさしく おもいやりのある子ども（徳) のあやめの花に きまり、ルールは守って当たり前

○めあてをもって がんばる子ども （知） 住む小鳥の妖精 落ち着いた環境で高まる集中力

◇ 今年も始まります！ 必読書！ ◇

今年度も図書館司書の大塚先
生に「必読書」を選んでいただ
きました。学年の発達段階に応
じて15冊あります。右のカード
は、１年生のものです。
昨年度は、91名のあやめっ子が

読破し、読書賞を受賞しました。読
破率86.6％です。今年は100％
を目指します。また、昨年度、保
護者の皆様にお答えいただいた
学校評価アンケートの「子どもた
ちは読書に親しんでいますか」に
おいて「はい」とお答えいただ
いた割合は51％に留まりまし
た。これは大変残念なことです。今年度は70％を目指します！

全校を挙げて読書活動を推進していきますので、保護者の皆様のご
協力をよろしくお願いします。

◇ 読書をするメリット ◇

読書には、読解力や知識が身に付くといった学習面
だけではなく、論理的な思考力や集中力など、子どもがこれからを生きていくために必要
な力も身に付けられる効果があります。また、想像力や表現力、コミュニケーション能力
なども育ち、それらは、子どもの人生を豊かにしてくれると思うのです。このような効果
を期待して、本校では今年度から、毎朝10分間の朝の読書活動を取り入れたわけです。
学校でも読書活動を推進していきま

すが、ぜひ家庭でもノーメディアデーや
休日、夜寝る前などに、読書を勧めてい
ただきたいです。SNSに比べ精神を安
定する効果も期待できるからです。
例えば30分の読書（ただし強い感

情を呼び起こさないもの）では、ス
トレスの軽減効果があることが報告
されています。海外では読書を心理
療法の一環として活用する「読書セ
ラピー」も広まっているそうです。
勉強のため・学力のためと考えると
苦手意識に繋がってしまうこともあ
るので、まずは楽しく本を読むことを
意識できるとよいと思います。


